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必要な地域医療機能を守り、持続可能な病院経営と両立させる

状況を把握

中核病院の経営悪化と医療機能
縮小が課題

→
質問する

守る医療・不採算機能・財政支
援を確認

→
市の答え

必要機能と経営健全化を両立し
て検討

→
次を確認

支援後も必要な医療が維持され
たか確認

一目でわかる｜問題・質問・市の答え

問題

西部医療圏唯一の中核病院は、救急・災
害・へき地等の不可欠な機能を担う一方、
厳しい経営状況が続いています。

質問

守るべき医療機能、不採算機能の維持、
既存補助と新たな財政支援の可能性を確
認しました。

市の答え

必要な機能の維持と経営の持続可能性を
両立して検討し、追加支援は経営改善計
画等を見極めて判断すると答えました。

最重要の到達点 財政支援を、救急・小児・がん等の必要な医療機能の維持へ確実につなげること

次に確認すること｜当時の方針と未解決点

守るべき機能 二次救急、災害、へき地等は西部医療圏に不可欠。可能な限り維持が望ましい

既存支援 共同利用型病院約3,000万円、小児救急約495万円。いずれも特別交付税の算定対象

追加支援 経営改善計画、病床機能、改善効果、病院の役割を見極め、必要性を判断

財源の考え 支援する場合は特別交付税措置に加え、活用可能な財源を最大限活用

議事にある具体事項 二次救急・小児科・婦人科等の維持を求める意見あり／不採算だけを理由に廃止する方向では議論されていない／最終方
針は当時未決定

※ここまでが令和7年3月定例会で確認した当時の内容です。 出典：日田市議会 令和7年12月定例会／日田市 令和8年度予算・済生会日田病院支援資料等（2026年9月5日確認）
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その後の進捗

2025年12月の一般質問後に確認できる制度・政策・実績の変化です。質問との因果関係を示すものではありません。

5年間支援へ具体化 令和7年12月の検討段階から進み、済生会日田病院へ令和8～12年度の5年間、財政
支援を行う方針となりました。

令和8年度の支援額 不採算地区中核病院（第2種）として総額1億1,191万1千円。日田市7,934万6千円、
玖珠町・九重町を含む3市町で分担します。

交付税額は試算 日田市負担に特別交付税を活用。約80％、実質一般財源約1,587万円はいずれも試算
で、最終交付額ではありません。

医療機能を確認 支援決定だけを成果とせず、救急・小児・がん・災害・へき地等が実際に維持された
かを確認します。放射線治療は停止中です。

出典：日田市議会 令和7年12月定例会／日田市 令和8年度予算・済生会日田病院支援資料等（2026年9月5日確認）


